野呂松 人形 を 使う から、 見に 来ない かと 云う 招待が 

突然 来た。 招待して くれたの は、 知らない 人で ある。 

が、 文面で、 その 人が、 僕の 友人の 知人 だと 云う 事が 

わかった。 「K 氏 も 御 出の 事と 存じ 候えば」 とか 何とか、 

書いて ある。 民が、 僕の 友人で ある 事 は 云う まで もな 

い。 —— 僕 は、 ともかくも、 招待に 応ずる 事に した。 

野呂松 人形と 云う ものが、 どんな もの かと 云う 事 は、 

その 日に なって、 K の 説明 を 聞く まで は、 僕 もよ く 知 

ら なかった。 その後、 世事 談を 見る と、 のろま は 「江 

戸 和 泉 太夫、 芝居に 野 呂松勘 兵衛と 云う もの、 頭 ひら 

たく 色 青黒き いやしげ なる 人形 を 使う。 これ をのろ ま 



もない らしい。 昔 通りの くぐり 門 を はいって、 幅の 狭 

い 御影石の 石 だ たみを、 玄関の 前へ 来る と、 ここに は、 

式台の 柱に、 銅鑼が 一 つ 下って いる。 そばに、 手ごろ 

な 朱塗の 棒まで 添えて あるから、 これで 叩く のかな と 

思って いると、 まだ、 それ を 手に しない 中に、 玄関の 

しよ-つじ 

障子の かげに いた 人が、 「どうぞ こちらへ」 と 声をかけ 

た。 

受附 のよう な 所で、 雾 紙の 帳面に 名前 を 書いて、 奥 

へ 通る と、 玄関の 次の 八 畳と 六 畳と、 二 間 一し よに し 

た、 うす 暗い 座敷に は、 もう 大分、 客の 数が 見えて い 

ひとなか 

た。 僕 は、 人中へ 出る 時 は、 大抵、 洋服 を 着て ゆく。 



はかま こうでい 

袴 だと、 拘泥し なければ ならない。 繁雑な 日本の 

etiquette も、 ズボン だと、 しばしば、 大目に見られ や 

すい。 僕の ような、 礼節に なれない 人間に は、 至極 便 

利で ある。 その 日 も、 こう 云う 訳で、 僕 は、 大学の 制 

服 を 着て 行った。 が、 ここへ 来て いる 連中の 中には、 

一 人 も 洋服 を 着て いるものがない。 驚いた 事に は、 僕 

イギリス じん もんつき おうぎ 

の 知っている 英吉利 人 さえ、 紋附に セルの 袴で、 扇 を 

ゆ-つき つむぎ 

前に 控えて いる。 K の 如き 町家の 子弟が 結 城 袖の 

にまい がさね 

二 枚 襲 か 何 かで、 納まって いたの は 云う まで もない。 

僕 は、 この 二人の 友人に 挨拶 をして、 座に つく 時に、 

いささか、 stranger の感 があった。 



「これ だけ、 お 客が あって は、 —— さん も大 よろこび 

だろう。」 K が 僕に 云った。 —— さんと 云う の は、 僕に 

招待状 を くれた 人の 名で ある。 

「あの人 も、 やはり 人形 を 使う のかい。」 

「うん、 一番 か 二番 は、 習って いるそう だ。」 

「今日 も 使う かしら。」 

「いや、 使わないだろう。 今日は、 これで もこの 道の 

ぉ歴々 が 使う の だから。」 

K は、 それから、 いろいろ、 野呂松 人形の 話 をした。 

何でも、 番組の 数 は、 皆で 七十 何番と かあつて、 それ 

に 使う 人形が 二十 幾つと か あると 云うよう な 事で ある。 



自分 は、 時々、 六 畳の 座敷の 正面に 出来て いる 舞台の 

方 を 眺めながら、 ぼんやり K の 説明 を 聞いて いた。 

舞台と 云う の は、 高さ 三尺ば かり、 幅 二 間ば かりの 

きんぱく ついたて 

金箔 を 押した 歩衝 である。 K の 説に よると、 これ を 

「手摺り」 と 称する ので、 いつでも 取 壊せる ように 出来 

さんしょく どんす きちょう 

ている と 云う。 その 左右へ は、 新しい 三色 緞子の 几帳 

うしろ きんびょうぶ 

が 下って いる。 後 は 、金屏風 をた てまわした ものら 

ついたて ひとえ 

しい。 うす 暗い 中に、 その 歩 衝と屛 風との 金が 一重、 

燻し を かけた ように、 重々 しく 夕闇 を 破って いる。 I 

I 僕 は、 この 簡素な 舞台 を 見て 非常にい い 心 もちが し 

た。 



「人形に は、 男と 女と あってね、 男に は、 青 頭と か、 

文字 兵衛 とか、 十 内と か、 老僧と か 云う のが ある。」 

K は 弁じて 倦まない。 

「女に も いろいろ あります か。」 と 英吉利 人が 云った。 

てる ひ 

「女に は、 朝日と か、 照 日と かね、 それから おきね、 

あくば 

悪婆なん ぞと 云う の も あるそう だ。 もっとも 中で 有名 

なの は、 青 頭で ね。 これ は、 元祖から、 今の 宗家へ 伝 

来した の だと 云う が …… 」 

あいにく こよう 

生憎、 その内に、 僕 は 小用に 行きた くな つた。 

厠から 帰って 見る と、 もう 電燈 がつ いている。 

うしろ しゃ 

そうして、 いつの 間に か 「手摺り」 の 後に は、 黒い 紗 



の 覆面 をした 人が 一人、 人形 を 持って 立って いる。 

いよいよ、 狂言が 始まった のであろう。 僕 は、 会釈 

をしながら、 ほかの 客の 間 を 通って、 前に 坐って いた 

所へ 来て 坐った。 K と 日本 服 を 来た 英吉利 人との 間で 

ある。 

すおう たてえ ぼし 

舞台の 人形 は、 藍色の 素 抱に、 立 烏帽子 を かけた 大 

名で ある。 「それがし、 いまだ、 誇る 宝が ござらぬ に 

よって、 世に 稀なる 宝 を 都へ 求めに やろうと 存 ずる。」 

人形 を 使って いる 人が、 こんな 事 を 云った。 語と 云い、 

口調と 云い、 間狂言 を 見る のと、 大した 変り はない。 

やがて、 大名が、 「まず、 与 六 を 呼び出して 申しつ け 



よう。 やい やい 与 六 あるか。」 とか 何とか 云う と、 「へ 

え」 と 答えな がらもう 一人、 黒い 紗で顔 を 隠した 人が、 

太郎 冠者の ような 人形 を 持って、 左の 三色 緞子の 中 か 

はんがみ しも むごし 

ら、 出て 来た。 これ は、 茶色の 半 上下に、 無腰と 云う 

着附 けで ある。 

すると、 大名の 人形が、 左手 を 小さ 刀 の 柄に かけな 

がら、 右手の 中 # で、 与 六 を さしまねいで、 こう 云う 

事 を 云いつ ける。 —— 「天下 治まり、 目出度い 御代な 

れば、 かなた こなたに て 宝 合せ を せらる ると ころ、 な 

ん じの 知る 通り、 それがし 方に は、 いまだ 誇るべき 宝 

がない によって、 汝 都へ 上り、 世に 稀なる ところの 宝 



が 有らば 求めて 参れ。」 与 六 「へえ」 大名 「急げ」 「へ 

え」 「ええ」 「へえ」 「ええ」 「へえ さてさて 殿様に は… 

;」 —— それから 与 六の 長い Soliloque が 始まった。 

人形の 出来 は、 はなはだ、 簡単で ある。 第一、 着附 

の 下に、 足と 云う ものがない。 口が 開いたり、 目が 動 

いたりす る 後世の 人形に 比べれば、 格段な 相違で ある。 

手の指 を 動かす 事 は あるが、 それ も 滅多に やらない。 

する の は、 ただ 身ぶ りで ある。 体 を 前後に まげたり、 

手 を 左右に 動かした りする —— それより ほかに は、 何 

もしない。 はなはだ、 間の のびた、 同時に、 どこか 

おうよう 

鷹揚な、 品の いい ものである。 僕 は、 人形に 対して、 



再び、 stranger の感を 深く した。 

アナ トオル • フランスの 書いた ものに、 こう 云う 一 

節が ある、 —— 時代と 場所との 制限 を 離れた 美 は、 ど 

こに もない。 自分が、 ある 芸術の 作品 を悦 ぶの は、 そ 

の 作品の 生活に 対する 関係 を、 自分が 発見した 時に 限 

るので ある。 Hissarlik の 素焼の 陶器 は 自分 をして、 

より イリ アツ ドを 愛せし める。 十三 世紀に おける フィ 

レン ツエの 生活 を 知らなかった としたら、 自分 は 神曲 

を、 今日の 如く 鑑賞す る 事 は 出来なかった のに 相違な 

い。 自分 は 云う、 あらゆる 芸術の 作品 は、 その 製作の 

場所と 時代と を 知って、 始めて、 正当に 愛し、 かつ、 



白い 顔 を、 金の 歩衝の 上で、 動かして いるので ある。 

だま 

狂言 は、 それから、 すっぱが 出て、 与 六 を 欺し、 与 

ふきょう こうむ おわ 

六が 帰って、 大名の 不興 を 蒙る 所で 完 つた。 鳴 物 は、 

三味線の ない 芝居の 離しと 能の 離しと を、 一 つに した 

ような ものである。 

僕 は、 次の 狂言 を 待つ 間 を、 K とも 話さずに、 ぼん 

やり、 独り 「朝日」 をのんで すごした。 

(大正 五 年 七月 十八 日) 
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